
Ｊ
Ｒ
連
合
は
６
月
16
日

（
水
）
、
愛
知
県
豊
橋
市

「
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
」

に
お
い
て
、
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
組
織
の
総
力
を

あ
げ
て
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
』
の
実
践
と
将
来
を
見

据
え
た
政
策
活
動
の
推
進

に
よ
り
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続

的
成
長
と
組
合
員
・
家
族

の
幸
せ
を
実
現
し
よ
う
！
」

を
掲
げ
、
第
31
回
定
期
大

会
を
開
催
し
た
。
大
会
は

感
染
対
策
を
施
し
た
う
え

で
リ
モ
ー
ト
併
用
の
議
事

運
営
と
し
、
２
０
２
１
年

度
の
運
動
方
針
を
は
じ
め

と
す
る
す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

大
会
議
長
に
は
、
武
智

代
議
員
（
本
部
執
行
委
員
）

を
選
出
し
ス
ム
ー
ズ
な
議

事
進
行
が
図
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
荻

山
会
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
果
敢
に
緊
急
政
策

課
題
へ
の
対
応
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
に
触
れ
た

上
で
、
安
全
の
確
立
と
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
運
動

の
展
開
に
重
点
を
置
い
た

挨
拶
を
行
っ
た
。
特
に
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
運
動

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
本

大
会
で
運
動
の
羅
針
盤
と

な
る
政
策
提
言
「
将
来
を

見
据
え
た
Ｊ
Ｒ
産
業
の
あ

り
方
と
私
た
ち
の
働
き
方
」

（
以
下
、
「
新
提
言
」
）

を
提
起
す
る
こ
と
か
ら
、

産
業
政
策
と
労
働
政
策
の

両
面
で
能
動
的
に
議
論
を

リ
ー
ド
す
る
決
意
を
明
ら

か
に
し
た
。

ま
た
、
神
津
連
合
会
長

や
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
に
所
属
す
る
小
川
淳

也
衆
議
院
議
員
、
広
田
一

衆
議
院
議
員
な
ど
か
ら
激

励
と
連
帯
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

り
一
般
経
過
報
告
・
決
算
、

２
０
２
１
年
度
運
動
方
針

案
及
び
予
算
案
が
提
起
さ

れ
た
後
、
学
識
経
験
者
３

名
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
討
論
で

は
、
各
単
組
及
び
グ
ル
ー

プ
労
組
の
代
表
な
ど
11
人

の
代
議
員
・
特
別
代
議
員

が
方
針
を
補
強
す
る
活
発

な
発
言
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
を
代
表
し
て
森
安

代
議
員
（
本
部
副
執
行
委

員
長
）
、
Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー

プ
労
組
連
絡
会
を
代
表
し

て
宇
治
橋
特
別
代
議
員

（
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
ユ

ニ
オ
ン
執
行
委
員
長
）
が

発
言
し
、
討
論
に
参
加
し

た
。そ

の
後
、
執
行
部
の
答

弁
と
尾
形
事
務
局
長
に
よ

る
総
括
答
弁
を
経
て
す
べ

て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
尾
形

事
務
局
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
）
、
今
井
執
行
委

員
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）
、

中
山
執
行
委
員
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
）
、
中
村
執
行
委
員

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）
、
北

村
執
行
委
員
（
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
）
が
退
任
し
、
荻
山

会
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）
が

再
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、

政
所
事
務
局
長
（
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
）
、
相
良
執

行
委
員
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
）
、
宮
野
執
行
委
員

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）
、
森
安

執
行
委
員
（
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
）
、
鎗
光
執
行
委
員

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）
が
選

出
さ
れ
、
新
た
な
体
制
を

確
立
し
た
。

最
後
に
、
荻
山
会
長
に

よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

定
期
大
会
を
締
め
く
く
り

新
年
度
へ
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

◆
安
全
の
確
立
に
向
け
、

労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
・
提
言
機
能
を
強
化
し
、

現
場
の
声
に
基
づ
き
先
手

を
打
っ
て
労
使
協
議
を
行

い
、
安
全
最
優
先
の
企
業

風
土
を
作
る
。

◆
政
策
課
題
の
解
決
に
つ

い
て
、
こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
連

合
の
取
り
組
み
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。
将
来
の
経

営
自
立
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
と
し
て
も
変
化
を

恐
れ
ず
、
前
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

◆
今
大
会
で
提
起
さ
れ
た

政
策
提
言
に
賛
同
し
、
退

職
ま
で
活
き
活
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
会
社
の
実

現
に
向
け
、
現
場
の
声
を

基
に
提
案
型
の
労
使
協
議

を
展
開
す
る
。

◆
政
策
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
も
あ
る
通
り
今
こ
そ
労

働
組
合
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
強
く
発
信
し
、

明
る
い
未
来
を
切
り
拓
く

決
意
で
あ
る
。

◆
こ
の
間
の
命
綱
で
あ
る

雇
用
調
整
助
成
金
に
関
す

る
関
係
省
庁
等
へ
の
要
請

行
動
や
、
ふ
れ
あ
い
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
展
開
な
ど
に

対
し
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

◆
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は
、

離
職
問
題
の
再
燃
や
、
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た
企

業
運
営
に
対
す
る
課
題
も

考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、

グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
の

活
動
を
通
じ
て
す
べ
て
の

グ
ル
ー
プ
単
組
の
支
援
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
や
情

報
共
有
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
と
し
て

新
年
度
の
運
動
方
針
を

満
場
一
致
で
決
定
！

メインスローガン
組織の総力をあげてこの難局を乗り越え

「ＪＲ連合ビジョン」の実践と

将来を見据えた政策活動の推進により

ＪＲ産業の持続的成長と組合員・家族の幸せを実現しよう！

サブスローガン
１．「安全は絶対に譲らない」という信念の下、

職場から安全衛生活動を推進し
「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロ」を
実現しよう！

２．「ＪＲ連合ビジョン」の実践を通じて
魅力と信頼のある組織を築きＪＲ産業に働くすべての仲間の
ＪＲ連合への総結集をめざそう！

３．労使をあげて緊急政策課題の解決に努めるとともに、
持続的成長と社会的使命を両立できる
ＪＲ産業の構築に向けて取り組もう！

４．安心して働き続けられる職場環境を整備し、
「中期労働政策ビジョン」で掲げた働き方を実現しよう！

５．私たちが求める政策の実現に向け、来る衆議院選挙、参議院選挙、
そして地方選挙の勝利へ全力をあげよう！

ＪＲ連合 荻山会長

大会議長を務めた武智執行委員

退任する中村執行委員



ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
夏
季
賞
与
交
渉
は
、
６

月
８
日
の
１
回
目
の
交
渉
に

続
き
、
６
月
21
日
に
２
回
目

の
交
渉
を
行
っ
た
。

１
回
目
の
交
渉
に
お
い
て

組
合
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
に

よ
り
、
会
社
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
は
理
解
す
る
も
の
の
、

組
合
員
は
今
日
ま
で
『
安
全
・

安
心
輸
送
の
確
立
』
を
第
一

義
に
、
効
率
化
施
策
や
経
費

節
減
施
策
に
最
大
限
協
力
し

て
き
た
。
ま
た
、
公
共
輸
送

機
関
と
し
て
働
く
者
の
責
任

感
と
使
命
感
を
持
ち
、
感
染

防
止
に
努
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
奮
闘
し
て
い
る
。

そ
の
取
り
組
み
を
最
大
限
評

価
し
、
会
社
を
支
え
て
い
る

組
合
員
の
労
苦
に
報
い
る
た

め
に
も
誠
意
あ
る
回
答
を
要

請
す
る
」
と
粘
り
強
く
訴
え

た
。こ

れ
に
対
し
会
社
側
は
、

「
当
社
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
２

０
２
０
年
度
は
過
去
最
大
の

赤
字
決
算
と
な
っ
た
。
ま
た
、

今
年
度
に
お
い
て
も
収
入
が

回
復
す
る
状
況
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
極
め
て
厳
し
い
経

営
状
況
が
継
続
し
て
い
る
。

現
時
点
で
の
収
支
状
況
を
勘

案
す
る
と
、
夏
季
賞
与
の
支

給
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
厳

し
い
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
６
月
21
日
の

２
回
目
の
交
渉
に
お
い
て
会

社
側
よ
り
、
「
夏
季
賞
与
に

つ
い
て
は
、
会
社
業
績
、
収

支
状
況
、
今
後
の
経
営
見
通

し
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る

と
、
支
給
は
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
組
合
の
要
求
主
旨

や
こ
の
間
の
『
安
全
・
安
心

輸
送
』
に
対
す
る
取
り
組
み

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結

果
、
現
段
階
に
お
け
る
精
一

杯
の
判
断
を
し
、
今
回
限
り

の
特
別
措
置
と
し
て
特
別
一

時
金
を
支
給
す
る
と
の
回
答

が
示
さ
れ
た
。

交
渉
終
了
後
、
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
し
検
討
し
た

結
果
、
夏
季
賞
与
の
支
給
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

こ
の
間
の
取
り
組
み
に
会
社

が
一
定
の
理
解
を
示
し
、
資

金
繰
り
を
含
め
経
営
環
境
が

危
機
的
状
況
に
あ
る
中
、
特

別
一
時
金
と
し
て
の
支
給
等

に
つ
い
て
議
論
し
、
こ
れ
以

上
の
前
進
は
困
難
で
あ
る
と

判
断
し
、
６
月
21
日
17
時
30

分
に
妥
結
し
た
。

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
自
動
車
支

部
ニ
ュ
ー
ス
No
．
14
、
16
参

照
）

第
10
回
執
行
委
員
会

第
10
回
執
行
委
員
会
は
、

６
月
11
日
（
金
）
13
時
30
分

よ
り
本
部
１
階
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
安
全
・
事
故
防
止
、
２
０

２
１
年
度
諸
施
策
（
Ｊ
Ｒ

四
国
）

（
団
体
交
渉
）

・
２
０
２
１
年
度
夏
季
賞
与

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
拡

大
幹
事
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
安
全
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
「
男
女
平
等
月
間
」
の
取

り
組
み

・
３
産
別
要
請
行
動
の
取
り

組
み

・
「
交
通
重
点
政
策
２
０
２

１
」
に
基
づ
く
国
土
交
通

省
要
請
行
動

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
観

音
寺
市
議
会
議
員
選
挙
に

お
け
る
推
薦
候
補
者
の
承

認
に
つ
い
て

②
２
０
２
０
年
度
決
算
に
お

け
る
剰
余
金
の
処
理
に
つ

い
て

③
２
０
２
１
年
度
財
政
方
針

に
つ
い
て

④
第
40
回
定
期
大
会

・
議
案
書
（
案
）
に
つ
い
て

・
役
割
分
担
に
つ
い
て

・
細
部
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
・
諸
規
則
の
一
部
改
正
（
案
）

に
つ
い
て

⑤
安
全
・
事
故
防
止
に
関
す

る
付
議
に
つ
い
て

⑥
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後
の
経

営
協
議
会
の
付
議
に
つ
い

て
⑧
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関

す
る
要
求
項
目
の
集
約
に

つ
い
て

⑨
Ｊ
Ｒ
連
合
「
第
31
回
定
期

大
会
に
つ
い
て
」

⑩
交
運
労
協
「
悪
質
ク
レ
ー

ム
（
迷
惑
行
為
）
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

⑪
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑫
そ
の
他

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団
会

議
第
30
回
総
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
次
期
（
第
11
回
及
び
第
１

回
）
執
行
委
員
会
の
開
催

に
つ
い
て

第
11
回
執
行
委
員
会

第
11
回
執
行
委
員
会
は
、

７
月
９
日
（
金
）
第
40
回
定

期
大
会
開
催
前
の
９
時
よ
り

「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

高
松
」
で
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
経
営
協
議
会
）

・
安
全
・
事
故
防
止
（
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後

（
Ｊ
Ｒ
四
国
）

（
団
体
交
渉
）

・
２
０
２
１
年
度
夏
季
賞
与

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
業
務
）

・
安
全
推
進
委
員
会

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー

ス
コ
ー
ス
」

（
政
治
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団
会

議
第
30
回
総
会

（
共
闘
）

・
交
運
労
協
第
26
回
交
通
運

輸
政
策
研
究
集
会

・
交
運
労
協
地
方
代
表
者
会

議

（
事
業
）

・
乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
31
回
定
期
大
会

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
推
薦
候
補
者
の
承
認
に

つ
い
て

②
２
０
２
１
年
度
夏
季
賞
与

の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

③
第
40
回
定
期
大
会
に
つ
い

て
④
そ
の
他

６
月
７
日
、
愛
媛
県

の
松
山
空
港
に
お
い
て
、

航
空
連
合
に
加
盟
す
る

Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
サ
ー
ビ
ス

松
山
労
組
（
組
合
員
数

約
１
６
０
名
）
と
「
安

全
・
サ
ー
ビ
ス
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
か
ら
は
森

安
副
執
行
委
員
長
と
４

名
の
愛
媛
支
部
組
合
員

が
参
加
し
た
。
Ａ
Ｎ
Ａ

エ
ア
サ
ー
ビ
ス
松
山
は

四
国
で
唯
一
の
Ａ
Ｎ
Ａ

グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て

空
港
地
上
支
援
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
約
２
０

０
名
の
従
業
員
が
従
事

し
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
業
務
見

学
と
し
て
駐
機
場
内
に

お
け
る
貨
物
の
搭
降
載

や
航
空
機
の
プ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
な
ど
の
グ
ラ
ン

ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
業
務
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
搭
乗

手
続
き
や
ゲ
ー
ト
で
の

搭
乗
案
内
及
び
ラ
ウ
ン

ジ
運
営
な
ど
の
旅
客
サ
ー

ビ
ス
業
務
、
貨
物
の
引

き
受
け
や
計
量
な
ど
を

行
う
貨
物
取
扱
業
務
を

見
学
し
た
。
到
着
便
か

ら
次
の
出
発
便
ま
で
50

分
弱
の
限
ら
れ
た
時
間

で
多
岐
に
わ
た
る
一
連

の
工
程
を
完
了
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
鉄

道
と
性
質
が
似
て
い
る

一
方
、
空
港
設
備
の
管

理
は
会
社
で
は
な
く
国

（
航
空
局
）
が
行
う
の

は
鉄
道
と
異
な
る
こ
と

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
課
題
と
し
て
マ
ス

ク
着
用
を
拒
否
す
る
旅

客
へ
の
対
応
や
業
務
量

減
少
に
伴
い
人
事
運
用

に
苦
慮
し
て
い
る
と
い

う
意
見
や
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
鉄
道
と

航
空
が
旅
客
を
奪
い
合

う
の
で
は
な
く
共
存
す

べ
き
と
い
う
建
設
的
な

提
案
、
組
合
活
動
が
制

約
さ
れ
る
中
で
気
軽
に

参
加
で
き
る
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
の
工
夫
な
ど
、

様
々
な
話
題
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
会

を
通
じ
て
組
合
員
が
相

互
に
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
」
が
掲
げ
る

「
社
会
・
地
域
と
の
つ

な
が
り
や
支
え
合
い
の

輪
を
広
げ
る
」
と
い
う

労
働
組
合
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
。
今
後

も
多
く
の
組
合
員
が
組

織
の
枠
を
越
え
て
交
流

で
き
る
機
会
を
設
け
て

い
く
こ
と
と
し
た
い
。

Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
サ
ー
ビ
ス
松
山
労
組
と

「
意
見
交
換
会
」
を
開
催
！

【
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
】

夏
季
賞
与
支
給
困
難
も

「
特
別
一
時
金
」
支
給
の
回
答
を
引
き
出
す

第
10
回
・
第
11
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

７
月
２
日
（
金
）
16

時
よ
り
本
部
１
階
会
議

室
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
議
員
団
会
議
第

30
回
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。冒

頭
、
山
本
悟
史
団

長
（
香
川
県
議
会
）
か

ら
挨
拶
を
受
け
た
、
後

議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
新
規
会

員
と
し
て
大
野
辰
哉
高

知
県
議
会
議
員
の
加
入

を
承
認
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
間
の
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
が
確
認
さ
れ
る
と

と
も
に
、
今
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
今

後
も
議
員
団
会
議
と
の

連
携
を
密
に
し
、
様
々

な
政
策
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
役
員
改
選
に

よ
り
選
出
さ
れ
た
役
員

は
次
の
と
お
り
。

新
役
員
体
制

団

長

山
本

悟
史

（
香
川
県
議
会
）

副
団
長

橋
本

敏
男

（
高
知
県
議
会
）

幹
事
長

江
渕
土
佐
生

（
土
佐
市
議
会
）

幹

事

大
野

辰
哉

（
高
知
県
議
会
）

議
員
団
会
議
総
会
開
催

６
月
23
日
（
水
）
13

時
30
分
よ
り
香
川
県
高

松
市
「
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー

ル
高
松
会
議
室
」
に
お

い
て
、
入
社
６
年
以
上

の
青
年
女
性
組
合
員
を

対
象
と
し
た
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー
ス
コ
ー

ス
」
を
15
名
参
加
の
も

と
開
催
し
た
。

こ

の
ス

ク
ー

ル
は

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー

ス
」
と
同
様
、
青
年
女

性
組
合
員
が
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
運
動
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
し
て
い
る
。

四
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
受
講
生
は
「
労
働
組

合
の
基
本
」
「
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
の
取
り
組
み
」

等
に
つ
い
て
の
講
義
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
、
基

礎
知
識
を
学
び
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
」
開
催


